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Ⅲ 学力検査（Ａ日程及び連携型特別選抜）の教科別状況 
 

国 語 
 

１ 出題のねらい 

 言葉の特徴や使い方，話や文章に含まれている情報の扱い方，我が国の言語文化に関する知識

及び技能と，国語で正確に理解し適切に表現する思考力・判断力・表現力等の力をみることをね

らいとした。 

(1) 言葉の特徴や使い方，話や文章に含まれている情報の扱い方，我が国の言語文化については，

漢字の読み書き，書写，文法の基礎的な事項，情報と情報との関係や情報の整理に関する事項，

伝統的な言語文化に関する事項などについての力をみるものとした。 

(2) 「書くこと」については，文章の展開に即して内容を捉えたり，文章の内容について自分の考

えをもったりしたうえで，目的や必要に応じて適切に書き表す力をみるものとした。 

(3) 「読むこと」については，文脈の中における語句の意味を的確に捉えるとともに，文章の構成

や論理の展開などに注意しながら，内容を正確に理解する力をみるものとした。 

 

２ 結果の概要 

平均点は21.3点で，昨年度より1.1点下がった。漢字の書きや情報の取り出しについては一定の

力が認められるが，漢字の読みや文法の基礎的事項の習熟が十分とは言えない。また，一定の分

量の文章を展開に即して内容を整理しながら正確に読み取り，条件に合わせて適切に書き表すこ

とに課題がある。 
 

(1) 平均点(50点満点)の推移 

年  度 Ｒ５ Ｒ４ Ｒ３ Ｒ２ Ｈ31 

平 均 点 21.3 22.4 22.6 20.4 22.6 

 

(2) 正答率の推移 

年  度 Ｒ５ Ｒ４ Ｒ３ Ｒ２ Ｈ31 

言葉の特徴や使い方・ 
  漢字・書写・表現の技法 56.0 57.3 56.6 49.9 56.9 

現 代 文 26.7 30.8 24.1 26.4 34.4 

古  典 31.7 51.6 44.4 44.6 44.2 

 

３ 結果分析に基づく今後の指導のポイント （【 】は該当問題番号） 

☞➀ 問いの内容を確実に把握する力を身に付けさせること。【一(五)１，二(三)】 

   「活用のある単語」の数を答える問題ですべての単語の数を解答したり，二つの内容につい

てそれぞれ説明する問題で一つの内容だけを説明したりするなど，問題文を確実に読み取れて

いない誤答が目立った。日頃から問題文を読み飛ばさずに丁寧に読んで，問われている内容を

確実に把握する力を身に付けさせたい。 

☞② 目的に応じて必要な情報に着目して文章を読み，内容を解釈する力を身に付けさせること。

【二(三)，三(一)，(二)，四(二)，(四)】 

   問題の条件に応じて，必要な情報に着目して解釈したり要約したりする問題の正答率が低

い。現代文，古文を問わず，文章を読むときに，文章の中心的な部分と付加的な部分，事実と

意見，主張と例示を読み分けたり，登場人物の言動をおさえながら展開を把握したりするなど，

複数の情報を整理しながら読むことを通して，内容を捉える力を身に付けさせたい。 

☞③ 文を整える力を身に付けさせること。【二(三)，三(一)，(二)】 

   文章の内容の説明や要約，自分の考えを書こうとはしているものの，適切な表現で書き表

せていない解答が多い。表現した文が，言葉の対応関係が適切か，字数や形式などの条件に

合っているか，伝えたい内容が文で表現できているかを生徒同士で助言し合うなどの活動を

充実させ，読み手を意識して書く力を高めていきたい。 
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問 題 正     答 正答率 誤答率 無答率 

一 

(一) 
1 しゅぎょく 25.7 71.9 2.4 

2 はか（る） 14.9 71.6 13.5 

(二) 
1 複雑 66.3 31.3 2.4 

2 幹 57.2 34.0 8.8 

(三) イ 57.5 42.2 0.3 

(四) 
1  ウ 86.7 13.3 0.0 

2 さびしさ 85.4 14.1 0.5 

(五) 

1 ４ 10.1 89.6 0.3 

2 ア 55.7 44.3 0.0 

3 Ｃ 55.2 44.8 0.0 

4 (例)誇りを持って 89.1 8.8 2.1 

5  エ 67.6 32.1 0.3 

二 

(一) ウ 28.6 71.1 0.3 

（二） エ 54.6 45.4 0.0 

(三) 

(例)科学は役に立つかどうかという視点で

はなく、人間の知的好奇心から発するもので

あり、科学的な知識を持つことで、視野が広

がり、人生が豊かになるという価値がある。 

5.3 48.0 

4.5 

部分点 42.2 

(四)  イ 58.6 40.6 0.8 

三 

（一） 

(例)自らの感覚に正直になるという核心を

つかみ、自分自身が心から感動できなけれ

ば、すばらしいと評価される英文学作品でも

安易に同調しないという姿勢で向き合った。 

7.7 53.1 

10.3 

部分点 28.9 

（二） 

(例)筆者は、人真似をすると一見楽だが、周

囲に合わせて自分をごまかしているうちに、

自信を失ってしまうと述べている。私も周囲

の意見に合わせてしまう傾向があるので、自

分を失わないように、まずは自分の意見をし

っかり持ち、他の人の意見も聞いていきた

い。 

5.3 62.1 

11.1 

部分点 21.5 

四 

(一) おのこら 78.8 18.0 3.2 

(二) ア 19.4 79.3 1.3 

(三)  ものまなび 13.5 75.9 10.6 

(四)  エ 15.1 84.1 0.8 

※ 正答率等の数値については，学力検査受検者の中から 10 人に 1人の割合で抽出した 377 人分の答案を

対象として算出した。 




